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《 令和２年 第２回定例会の提出議案と議決結果 》
議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果 所管の

委員会

議案第42号 専決処分の承認について（令和２年度鳴門市一般会計補正予算（第２号））

承　　認

議案第43号 専決処分の承認について（令和２年度鳴門市水道事業会計補正予算（第１号））

議案第44号 令和２年度鳴門市一般会計補正予算（第３号）

議案第45号 令和２年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算

議案第46号 令和２年度鳴門市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第53号 令和２年度鳴門市一般会計補正予算（第４号）

議案第54号 令和２年度鳴門市水道事業会計補正予算（第３号）

議案第47号 鳴門市税賦課徴収条例の一部改正について

議案第48号 鳴門市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 原案可決 総務文教

議案第52号 和解について

議案第49号 鳴門市手数料徴収条例の一部改正について

原案可決 生活福祉

議案第50号 鳴門市国民健康保険条例及び鳴門市後期高齢者医療に関する条例の一部改正に
ついて

報告第３号 繰越明許費繰越計算書について（令和元年度鳴門市一般会計予算）

報告第４号 事故繰越し繰越計算書について（令和元年度鳴門市一般会計予算）

報告第５号 繰越明許費繰越計算書について（令和元年度鳴門市公共下水道事業特別会計予
算） 報　　告 予算決算

報告第６号 繰越計算書について（令和元年度鳴門市水道事業会計予算）

報告第７号 繰越計算書について（令和元年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算)

決議第１号 鳴門市議会永年在職議員表彰について 原案可決

意　第１号 徳島県主要農作物種子条例の制定を求める意見書 原案可決

同意第２号 農業委員会委員の任命について 同　　意

請願の処理

請願番号 案　　　　　　　　　　件 審議結果 所管の
委員会

請願第９号 徳島県主要農作物種子条例の制定を求める意見書の提出に関する請願書 採 　 択 産業建設



　主要農作物種子法の廃止により、各県が行ってきた種子の改良や安定供給の取り組みに法的な裏

付けがなくなり、今後、稲などの種子価格の高騰や地域条件に適合した品種の生産普及などが衰退

するのではないかと、農業従事者、農業関連団体、消費者に懸念の声が上がっています。主食であ

るこれらの安定供給は、国の食糧安保のために確保されなければならないと思われます。今後も現

行の種子生産・普及体制を生かし、本県農業の主要農作物の優良な種子の安定供給や品質確保の取

り組みを後退させることなく、さらには農業従事者・農業関連団体、消費者の不安を払拭させるため、

下記のとおり、主要農作物種子法に代わる県条例の制定を要望します。

記

１．主要農作物種子法の下で行われていた種子の生産を県が責任を持って行い、多様性に富んだ優

良な種子の安定供給を図り、主要農作物等の品質の確保及び安定的な生産に寄与する条例を制定

してください。

２．主要農作物等の種子の生産は公的な財政措置に基づき、継続されるよう条例に明記してください。

３．公的な種子生産の存続と優良で安全な種子の確保のために原種・原原種の生産と保存、圃場指定、

圃場審査、生産物審査、種子計画の策定を、県が責任をもって行う条例を制定してください。

４．気候変動をはじめとする災害が多発する中で、種子の多様性こそが、環境の激変を乗り越える

鍵となり、多様性に富んだ種子の保存が不可欠となりつつあります。県は、阿波の伝統作物及び

将来に向けて種子生産を継続する必要がある在来品種について、種子の安定確保のための採種技

術の指導を行うとともに、遺伝資源としての種子の維持、保存に対する支援を行う条例を制定し

てください。

５．県は、食の安全安心推進条例において、県民の健康と安心して暮らせる生活を県民に提供すべ

く努力されてきました。農作物やその起源となる種子に関して、遺伝子組換え作物と他の作物と

の交雑及び遺伝子組換え作物の他の作物への混入の防止に関する項目が入っております。遺伝子

組換えやゲノム編集という遺伝子操作は、未知の分野でその安全性も確立されていないこともあ

り、安全、安心が確立されていない技術を用いて種子や農作物の生産を行わないことを条例に含

めてください。

＊
人
事
案
件
＊

徳島県主要農作物種子条例の制定を求める意見書

定例会で可決された意見書を徳島県知事へ送付しました

  「同意第２号」

●農業委員会委員

石
い し

園
ぞ の

  順
じゅんいち

市  氏（大麻町）

廣
ひ ろ

瀬
せ

  元
も と

則
の り

  氏（大麻町）

井
い の う え

上  富
と み

夫
お

  氏（大麻町）

小
お

川
が わ

  　佳
よしみ

  氏（瀬戸町）

藤
ふ じ

本
も と

  詳
し ょ う じ

治  氏（大津町）

松
ま つ

浦
う ら

  秀
ひ で

樹
き

  氏（大津町）

林
はやし

　  博
ひ ろ

子
こ

  氏（里浦町）

谷
た に

口
ぐ ち

  清
き よ

美
み

  氏（大麻町）

竹
た け

村
む ら

  　昇
のぼる

  氏（大麻町）

稲
い な

木
ぎ

  伸
の ぶ

顕
あ き

  氏（撫養町）

大
お お

西
に し

  善
よ し

郎
ろ う

  氏（北灘町）

濱
は ま

堀
ほ り

  秀
ひ で

規
の り

  氏（大津町）

林
はやし

　  恭
き ょ う こ

子  氏（大津町）

中
な か

井
い

  　弘
ひろむ

  氏（里浦町）

里
さ と

見
み

  廣
ひ ろ

治
じ

  氏（大麻町）

藤
ふ じ

江
え

  厚
あ つ

子
こ

  氏（大麻町）

向
むかい

　  栄
え い

治
じ

  氏（鳴門町）

平
ひ ら

瀬
せ

  惣
そ う

一
い ち

  氏（大津町）

増
ま す

金
か ね

  義
よ し

文
ふ み

  氏（大津町）

高
た か

田
た

  吉
よ し

敏
と し

  氏（里浦町）



地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２
月

以
降
の
１
ヶ
月
以
上
の
期
間
に

お
い
て
事
業
収
入
が
前
年
同
期

に
比
べ
、
概
ね
20
％
以
上
減
少

し
た
納
税
義
務
者
、
特
別
徴
収

義
務
者
で
、
一
時
に
納
付
し
、

ま
た
は
、
納
入
を
行
う
こ
と
が

困
難
な
方
に
対
す
る
市
税
の
徴

収
猶
予
制
度
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
周
知
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

【
回
答
】
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
相

談
窓
口
と
な
る
商
工
会
議
所
な

ど
の
団
体
に
も
配
付
し
、
活
用

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
広
報
な
る
と
お
よ
び
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

【
質
疑
】
支
援
制
度
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
相
談
会
の
開
催
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

【
回
答
】
確
定
申
告
と
の
関
係
も
あ
る
た
め
、
税
務
署
な
ど
と
協
議
し
た
い
。

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
な
ど
が
あ
っ
た
被
用
者
に
対
す
る
、
傷
病
手
当
金
の

支
給
に
関
す
る
特
例
を
規
定
す
る
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
傷
病
手
当
金
の
申
請
対
象
者

は
。

【
回
答
】
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
、

給
与
な
ど
の
支
給
を
受
け
て

い
る
被
用
者
が
対
象
で
あ

り
、
事
業
主
な
ど
は
対
象
に

な
ら
な
い
。

【
質
疑
】
傷
病
手
当
金
の
支
給
申
請
の

手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

【
回
答
】
基
本
的
に
は
、
世
帯
主
、
事

業
主
お
よ
び
医
療
機
関
が
記
入
し
た
申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
あ
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
で
、
自
主
的
に
休
養
し
た
場

合
な
ど
は
、
医
療
機
関
の
申
請
書
以
外
の
書
類
の
提
出
に
よ
り
、
手
続
き

を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

●
議
案
第
47
号

　

鳴
門
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
議
案
第
50
号

　

鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
鳴
門
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

委 員 会 審 査



主
要
農
作
物
種
子
法
が
廃
止
さ
れ
、
徳
島
県
で
は
「
徳
島
県
稲
、
麦
類
及
び
大
豆

種
子
生
産
実
施
要
綱
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
要
綱
で
は
法
的
拘
束
力
が
な
く
、

種
子
価
格
の
高
騰
や
遺
伝
子
組
換
え
の
種
が
混
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
徳
島
県
に
対
し
、
主
要
農
作
物
種
子
条
例
の
制
定
を
求
め
る
も
の
。

【
質
疑
】
昭
和
61
年
の
主
要
農
作
物
種
子
法
の
改
正

で
、
民
間
企
業
の
参
入
が
可
能
と
な
っ
た

際
、
民
間
企
業
が
開
発
し
た
品
種
の
う
ち

奨
励
品
種
は
多
く
あ
っ
た
の
か
。

【
回
答
】
改
正
時
点
で
の
奨
励
品
種
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
。
近
年
、
登
録
品
種
の
積

極
的
な
開
発
は
、
民
間
企
業
も
参
画
可
能

で
あ
る
が
、
国
や
自
治
体
が
中
心
と
な
り

開
発
さ
れ
て
い
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て

い
る
。

【
質
疑
】
す
で
に
条
例
制
定
し
て
い
る
他
県
の
条
例
や
県
要
綱
の
内
容
に
共
通
事
項

は
あ
る
の
か
。

【
回
答
】
兵
庫
県
の
条
例
を
例
に
と
る
と
、
基
本
的
に
は
主
要
農
作
物
種
子
法
の
内

容
を
踏
襲
し
て
お
り
、
徳
島
県
の
要
綱
に
つ
い
て
も
基
本
的
な
構
成
は
同

様
で
、
主
要
農
作
物
種
子
法
の
記
載
項
目
は
網
羅
し
て
い
る
。

国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
成
立
に
伴
う
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
支

給
や
学
校
の
再
開
に
必
要
と
な
る
備
品
や
教
材
、
保
健
衛
生
用
品
な
ど
の
購
入
代

の
増
額
、
市
単
独
施
策
と
し
て
、
５
月
請
求
分
に
引
き
続
き
６
月
請
求
分
の
水
道

料
金
を
免
除
す
る
た
め
一
般
会
計
か
ら
繰
出
金
を
計
上
す
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
文
化
会
館
の
空
き
ホ
ー
ル
を
活
用
し
、
県
内
の
小
中

高
生
の
文
化
部
の
活
動
を
支
援
す
る
「
文
化
部
の
思
い
出
づ
く
り
」
事
業
や
「
市

内
飲
食
店
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
の
補
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
市
内
飲
食
店
支
援
事
業
で
は
、
い
く
ら

の
う
ず
と
く
商
品
券
が
何
本
当
選
す
る

の
か
。

【
回
答
】
５
０
０
０
円
相
当
の
う
ず
と
く
商
品
券
を

１
０
０
０
本
予
定
し
て
い
る
。

【
質
疑
】
市
内
飲
食
店
支
援
事
業
の
対
象
店
舗
や
応

募
に
必
要
な
使
用
金
額
、
事
業
期
間
は
。

【
回
答
】
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
の
み
の
営
業
を
基
本
と
す
る
店
舗
を
除
く

市
内
飲
食
店
が
対
象
。
一
口
あ
た
り
１
ヶ
月
の
累
計
で
１
万
円
以
上
使

用
す
る
こ
と
が
応
募
条
件
。
利
用
対
象
期
間
は
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
、
応
募
締
切
日
は
、
令
和
２
年
８
月
31
日
。

（
利
用
対
象
期
間
が
令
和
２
年
８
月
31
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
、
応
募
締
切
日
が
令
和

２
年
９
月
５
日
ま
で
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。）

●
請
願
第
９
号

　

徳
島
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る

　

請
願
書

●
議
案
第
53
号

　

令
和
２
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

産
業
建
設
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

委 員 会 審 査



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
で
本
市
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
対
応
し
、
今

後
ど
う
い
う
方
針
で
対
処
す
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
正
確
な
情
報
発
信
、
感

染
拡
大
予
防
、
経
済
支
援
を
念
頭
に
対

策
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
新
し
い

生
活
様
式
の
普
及
や
感
染
者
お
よ
び
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
へ
の
備
え
を
行
い
、
市

民
生
活
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
打
撃
を
受
け
て
い
る
事
業
者
へ
の

支
援
を
行
い
、
市
全
体
の
経
済
回
復
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。

問
現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る
新
庁
舎
建

設
事
業
の
進
捗
状
況
と
事
業
費
の
予
定

は
。
ま
た
、
事
業
者
選
定
の
方
針
は
。

答
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、
５
月
末
で

完
了
し
、
今
年
度
は
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド

事
業
者
の
選
定
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
実
施
す
る
。
建
設
事
業
費
は
約
66
億

円
、
設
計
な
ど
を
含
む
と
約
73
億
円
。

事
業
者
選
定
は
公
平
性
と
競
争
性
を
担

保
す
る
と
と
も
に
事
業
者
が
参
加
し
や

す
い
環
境
を
醸
成
で
き
る
よ
う
慎
重
に

取
り
組
む
。

問
新
し
い
公
立
保
育
所
の
建
設
場
所
が

健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
北
側
に
決
定

し
た
が
、
そ
の
理
由
と
機
能
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
市
が
保
有
す
る
土
地
数
ヵ
所
を
検
討

し
、
市
中
心
部
で
新
庁
舎
や
健
康
福
祉

交
流
セ
ン
タ
ー
と
連
携
で
き
る
健
康
福

祉
交
流
セ
ン
タ
ー
北
側
を
選
定
し
た
。

通
常
保
育
に
加
え
、
人
権
保
育
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
ま
た
、

休
日
保
育
、
一
時
預
か
り
、
病
児
・
病

後
児
保
育

を
実
施
す

る
。
今
回

の
予
算
で

基
本
設
計

費
、
地
盤

調
査
費
を

計
上
。
来

年
度
末
の

完
成
を
目

指
す
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

一　般　質　問
質 問表代

❶ 林　　勝義（会派　潮）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 新型コロナウイルス感染症対策

について
　⑵ 新庁舎建設事業について
　⑶ 公立保育所について

❹ 長濱　賢一（会派　青藍）
１. 新型コロナウイルス感染症につ

いて
　⑴ 発生時から現在までの本市の対

応について
　⑵ 今後の施策について
２. スマートシティについて
　⑴ 鳴門市情報化計画について
　⑵ スマートシティへの取り組み

について

❷ 大石美智子（会派　創心クラブ）
１. 教育行政について
　⑴ ＧＩＧＡスクール構想について
　⑵ オンライン授業について
　⑶ 休校期間の授業振り替えについ

て
２. 都市計画について
　⑴ 市街化調整区域について
　⑵ 区域区分の見直しについて

❺ 浜　　盛幸（会派　公明党）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 災害時避難所の感染症対策につ

いて
２. 福祉政策について
　⑴ 障害者優先調達推進法について

一般質問とは……
　市民の皆さんの生活に関わる大切
な内容について、市議会議員が市に
対して質問することです。

　定例会毎に一般質問を行っていま
すので、皆さんの生活に関わる質問
をチェックしてみましょう。

❸ 潮崎　憲司（会派　有志会）
１. 教育行政について
　⑴ ＩＣＴ教育について
　⑵ 学校生活における新しい生活様

式について
　⑶ 統合型校務支援システムについ

て
２. 危機管理について
　⑴ 学校施設等への災害時の情報

伝達手段について
　⑵ 避難訓練について

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

鳴門市公立保育所再編計画

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

代
表
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
策
は

新
公
立
保
育
所
の
建
設

新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
は

会
派　

潮

林は
や
し　  

勝か
つ

義よ
し



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
小
中
学
生
に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
を
配
備
す
る
に
あ
た
っ
て
の

端
末
の
選
定
方
法
は
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
お
け
る
教
員
の
研
修
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
に
つ
い

て
は
。
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
時

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
の
管
理
は
。

答
端
末
選

定
は
、
情

報
化
推
進

担
当
教
員

の
意
見
を

踏
ま
え
、

県
の
共
同

調
達
事
業

に
参
加

し
、
進
め

て
い
き
た

い
。
教
員
研
修
は
、
鳴
門
教
育
大
学
の

先
生
に
協
力
い
た
だ
き
取
り
組
む
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の

配
置
も
検
討
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

時
の
端
末
の
通
信
費
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
現
在
、
小
・
中
学
校
へ
の
緊
急
地
震

速
報
な
ど
の
伝
達
手
段
は
、
職
員
室
や

校
長
室
に
設
置
し
て
い
る
戸
別
受
信
機

１
台
で
あ
り
、
校
内
へ
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
放
送
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
校
内
な

ど
へ
タ
イ
ム
ラ
グ
な
く
放
送
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
現
在
、
学
校
・
保
育
現
場
で
は
、
職
員

室
や
校
長
室
に
設
置
し
た
戸
別
受
信
機

で
受
信
し
た
情
報
を
再
度
校
内
放
送
で

流
す
た
め
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
て
い

る
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
解
消
す
る
方

法
と
し
て
、
校
内
放
送
設
備
と
戸
別
受

信
機
を
連
携
さ
せ
、
戸
別
受
信
機
が
緊

急
情
報
を
受
信
す
る
と
校
内
放
送
が
自

動
起
動
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
挙
げ

ら
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
放
送
設
備
連
携
用
の
戸
別
受
信
機

や
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
必
要
と
な
る
こ

と
、
ま
た
、
各
学
校
な
ど
の
放
送
設
備

が
一
様
で
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

標
準
的
な
費
用
で
１
ヵ
所
あ
た
り
約

25
万
円
必
要
で
、
市
全
体
で
は
、
休
校

代
表
質
問

ＩＣＴ教育の推進で教育課題の解決を

代
表
質
問

な
ど
を
除
い
た
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
全
49
ヵ
所
で
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
場
合
、
約
１
３
０
０
万

円
の
整
備
費
用
が
必
要
と
な
る
。
導
入

に
は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
国
や
県
に
よ
る
支
援
策

の
活
用
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
気
温
が
上
昇
す

る
が
、
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
熱
中
症
な

ど
の
体
調
不
良
へ
の
対
策
は
。

答
マ
ス
ク
着
用
な
ど
に
よ
る
熱
中
症
対

策
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
で
は
基
本

的
に
は
常
時
着
用
が
望
ま
し
い
が
、
体

育
の
授
業
や
部
活
動
で
は
着
用
の
必
要

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

問
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
調
整

区
域
の
割
合
は
。
ま
た
、
５
年
ご
と
の

区
域
区
分
の
見
直
し
の
時
期
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
工
場
誘
致
や
住
宅
開

発
の
施
策
を
検
討
す
る
絶
好
の
機
会
で

は
。
さ
ら
に
、
県
か
ら
開
発
許
可
権
限

の
移
譲
を
受
け
、
本
市
独
自
の
市
街
化

調
整
区
域
開
発
の
基
準
に
関
す
る
条
例

を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
本
市
の
調
整
区
域
は
、
都
市
計
画

区
域
の
87
・
３
％
で
あ
る
。
調
整
区
域

は
宅
地
整
備
が
難
し
く
開
発
規
制
な
ど

の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
人

口
減
少
問
題
も
踏
ま
え
、
県
に
意
見
な

ど
を
申
し
上
げ
た
い
。
開
発
許
可
権
限

が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
と
、
開
発
行
為

の
一
部
の
み
規
制
緩
和
が
可
能
で
あ
る

が
、
専
門
性
を
有
す
る
人
材
の
育
成
と

事
務
量
の
増
加
の
課
題
も
あ
り
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
望

ま
し
い
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望
人
口
減
少
対
策
と
し
て
区
域
区
分

の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
県
か
ら
開
発

許
可
権
限
の
移
譲
を
受
け
、
条
例
を
制

定
し
、
法
に
阻
ま
れ
る
市
民
の
現
状
を

改
善
で
き
る
よ
う
望
む
。

タイムラグのない緊急情報の伝達を

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

大お
お

石い
し

美み

智ち

子こ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
取
り
組
み

会
派　

有
志
会

潮し
お

崎ざ
き  

憲け
ん

司じ

県
か
ら

　
開
発
許
可
権
限
の
移
譲
を

校
内
へ
の
緊
急
地
震
速
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

新
し
い
生
活
様
式
で
の

　
　
　
　
　
　
学
校
生
活
は



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
踏
ま

え
て
、
避
難
所
の
備
蓄
物
資
を
ど
う
整

備
す
る
の
か
。

答
緊
急
支
援
策
第
１
弾
で
マ
ス
ク
と

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
整
備
を
進
め
、
今

回
の
補
正
予
算
で
避
難
所
に
備
蓄
す
る

簡
易
ベ
ッ
ド
、
消
毒
液
、
体
温
計
の
整

備
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

国
の
第
２
次
補
正
予
算
を
受
け
て
、
必

要
な
資
材
の
整
備
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

検
討
し
て
い
く
。

問
避
難
所
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答
避
難
者
同
士
の
距
離
を
２
ｍ
以
上
確

保
し
、
災
害
規
模
に
応
じ
て
多
数
の
避

難
施
設
を
開
設
す
る
。
ま
た
、
サ
ブ
避

難
所
の
使
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
避
難

者
が
集
中
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応

を
図
る
と
と
も
に
、
避
難
者
の
住
所
、

氏
名
、
体
調
を
聞
き
取
り
、
体
温
検
査

を
実
施
す
る
。

　

避
難
所
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
自
主
防
災
会
、
自
治
会
、
学
校
関

係
者
の
方
々
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
の
避
難
所
運

営
方
針
を
周
知
す
る
。

問
災
害
時
に
迅
速
に
関
係
機
関
と
情
報

共
有
す
る
内
閣
府
の
基
盤
的
防
災
情
報

流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

答
現
在
、
県
が
運
用
す
る
徳
島
県
災
害

時
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
国
の
基
盤
的

防
災
情
報
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
徳
島
県
の
シ
ス
テ
ム
と
の
情
報

連
携
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

基
盤
的
防
災
情
報
流
通

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
導
入

代
表
質
問

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
準
備
や
対
策
（
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
）、
平
時
か
ら
の
市
民
生
活
・
経
済
・

教
育
な
ど
の
情
報
収
集
、
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
対
策
、
他
の
災
害
時
の
対
応

策
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
の
効
果
や

課
題
は
。
ま
た
、
経
済
復
興
策
と
し
て

の
新
庁
舎
な
ど
建
設
事
業
な
ど
へ
の
地

元
企
業
の
参
画
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
を
設
置
し
、
各
部
署
で
情
報
収
集

を
行
い
、
県
の
対
処
方
針
に
基
づ
き
対

策
を
図
っ
た
。
財
源
は
、
事
業
見
直
し

や
国
・
県
の
交
付
金
、
補
助
制
度
活
用

の
ほ
か
、
対
策
基
金
を
創
設
し
た
。
経

済
面
で
は
、
定
額
給
付
金
は
95
・
２
％

給
付
が
完
了
。
事
業
者
に
は
、
早
期
に

資
金
繰
り
の
支
援
制
度
や
事
業
転
換
な

ど
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
た
が
、
依

然
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。
災
害
時
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
、
県
の
動
向
を
注

視
し
対
応
す
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
全
庁
的
に
取
り
組
ん
だ
が
、
実

施
率
は
３
・
２
％
と
な
り
課
題
も
あ
る
た

め
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し

た
。
新
庁
舎
建
設
事
業
は
業
者
選
定
に

地
域
経
済
へ
の
貢
献
を
評
価
項
目
に
加

え
、
市
内
事
業
者
と
の
Ｊ
Ｖ
組
成
や
市

内
の
１
次
下
請
事
業
者
へ
の
発
注
金
額
、

資
材
調
達
な
ど
の
市
内
発
注
金
額
の
３

つ
の
指
標
か
ら
複
合
的
に
評
価
す
る
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
５
Ｇ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な

ど
の
活
用
に
よ
る
本
市
の
情
報
化
は
、

本
市
を
地
方
活
性
化
モ
デ
ル
都
市
と
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
て
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
は
。
ま

た
、
情
報
化
推
進
室
の
組
織
改
編
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答
こ
れ
ら
先
端
技
術
が
本
市
の
抱
え
る

諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、

最
適
か
つ
効
果

的
な
活
用
方
法

を
調
査
研
究
す

る
。
組
織
改
編

に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

豊田市超小型ＥＶ
シェアリングサービス

会
派　

公
明
党

浜は
ま

　  

盛せ
い

幸こ
う

会
派　

青
藍

長な
が

濱は
ま  

賢け
ん

一い
ち

避
難
所
の
感
染
症
対
策
を

避
難
所
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

避難所に備蓄する消毒液と体温計
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質 問人個
❶ 宮崎　　明
１. 教育行政について

⑴ ＩＣＴ整備の現状と課題、今後
の整備計画について

⑵ ＩＣＴ教育を実践するための人
材と指導体制について

⑶ 授業でのＩＣＴ活用の現状とオ
ンライン教育を含む今後の活用
計画及びＩＣＴ化促進に必要
な予算措置について

２. 公共施設の管理について
⑴ 地区集会所の個別施設計画につ

いて
⑵ 集会所建物本体の管理について

❹ 上田　公司
１. クリーンセンターについて

⑴ 管理運営について
２. 新型コロナウイルス感染症への

対応について
⑴ 情報発信について
⑵ 第２波への備えについて

❷ 山根　　巌
１. まちづくりについて

⑴ ＪＲ四国の状況が本市に及ぼす
影響について

❺ 東谷　伸治
１. 危機管理について

⑴ 災害発生時における今後の避難
のあり方について

２. 環境行政について
⑴ 今後のごみ収集のあり方につい

て

❸ 高麗　裕之
１. 新型コロナウイルス感染拡大に

伴う景気対策について
⑴ 市独自の給付について
⑵ 今後の景気対策について

２. 木造住宅耐震化促進事業について
⑴ 昨年度における耐震診断支援事

業の申込数と実績について
⑵ 今年度の取り組みについて
⑶ 郵送による申し込みの導入につ

いて

❻ 平塚　保二
１. 下水道事業について

⑴ 下水道整備事業の工期について
⑵ 下水道事業と合併処理浄化槽普

及施策について
２. 消費生活問題について

⑴ 新型コロナウイルス感染症に便
乗した詐欺の現状について

⑵ 新型コロナウイルス感染症に便
乗した詐欺に対する鳴門市の
対応策について

問
教
育
委
員
会
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

情
報
教
育
を
推
進
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
の
整
備
や
人
材
の
育
成
を
進
め
て

い
る
が
、
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況
と
予
算

措
置
を
伺
う
。

答
文
科
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
即
し
た
機
器
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
現
在
７
割
以
上
の
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
機
器
を
活
用
し
た
授

業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
よ
り
効
果

的
な
教
育
の
実
践
を
目
指
し
、
研
修
計
画

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
本
年
度
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
児
童
・
生
徒
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
整
備
に
必
要
な
補
正

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
今
後
も
国
庫
補

助
金
な
ど
を
有
効
活
用
し
適
切
に
対
応

す
る
。

要
望
子
ど
も
は
、
こ
の
国
の
将
来
を
担

う
宝
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
繫
が
り
、
社
会
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
こ
の
時
代
を
創
り
生
き
て
い

く
子
ど
も
達
を
育
て
る
た
め
、
そ
し
て
新

し
い
学
習
様
式
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、

市
長
と
教
育
長
が
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
に

な
っ
て
学
園
都
市
化
を
目
指
す
鳴
門
に
ふ

さ
わ
し
い
環
境
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
す
る
。

問
集
会
所
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
公
共
施
設
で
あ
る
が
、
そ
の
大

部
分
が
老
朽
化
し
、
中
に
は
雨
漏
り
し
て

床
が
朽
ち
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
必
要

最
小
限
の
補
修
・
修
繕
は
不
可
欠
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
地
元
か
ら
内
外
装
の
修
繕
な
ど
多
岐
に

渡
る
要
望
を
受
け
て
お
り
、
緊
急
性
の
高

い
箇
所
か
ら
計
画
的
に
修
繕
し
て
い
る
。

要
望
集
会
所
は
災
害
時
に
は
避
難
所
を

兼
ね
た
生
活
の
場
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

適
切
な
維
持
管
理
を
図
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
は

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

　
　
　
　
　
　
修
繕
計
画
は

（
青
藍
）

宮み
や

崎ざ
き  

　
明あ

き
ら



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
国
に
よ
る
支

援
策
と
は
別
に
、
多
く
の
市
町
村
で
は

独
自
の
支
援
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
地
域

経
済
や
家
計
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て

い
る
中
、
よ
り
大
胆
な
経
済
対
策
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
市
民
の
要
望
が

多
い
独
自
の
給
付
金
と
し
て
、
市
民
に
現

金
を
一
律
一
万
円
給
付
し
て
は
ど
う
か
。

答
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

危
機
に
直
面
し
、
市
民
生
活
や
地
域
経

済
は
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
最
新

の
情
報
に
即
応
し
た
感
染
リ
ス
ク
の
低
減

と
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
は
、

全
市
民
に
対
し
て
一
律
に
現
金
を
支
給
す

る
と
い
う
方
策
で
は
な
く
、
負
担
が
大
き

い
と
判
断
さ
れ
る
分
野
へ
支
援
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
支
援
策
を

迅
速
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

要
望
地
域
経
済
を
下
支
え
す
る
効
果
的

な
景
気
対
策
を
強
く
要
望
す
る
。

問
Ｊ
Ｒ
四
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
乗
客
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
２
０
２
０
年
３
月
期
決
算
で

１
２
０
億
円
の
赤
字
と
な
る
。
鳴
門
か
ら

池
谷
の
区
間
の
鳴
門
線
の
営
業
係
数
は

四
国
全
路
線
の
中
で
４
番
目
に
悪
い
路

線
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
鳴

門
線
の
必
要
性
と
こ
れ
ま
で
に
実
施
し

た
本
市
負
担
の
事
業
内
容
は
。

答
Ｊ
Ｒ
鳴
門
線
は
、
１
９
１
６
年
の
開
通

か
ら
市
民
の
移
動
手
段
と
し
て
、
ま
た
、

観
光
の
拠
点
と
し
て
本
市
の
発
展
に
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
後

も
本
市
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
な
都
市

機
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

鳴
門
駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
老
朽

化
し
た
歩
道
橋
の
撤
去
や
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
周
辺
の
施
設
改
修
、
駐
輪
場
の
整

備
、
観
光
案
内
所
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
総
事
業
費
は
約
２
億
９
０
０
万
円

で
、
秋
ご
ろ
の
完
成
を
目
指
し
多
目
的
ト

イ
レ
や
女
性
客
の
利
用
に
配
慮
し
た
公
衆

ト
イ
レ
の
新
設
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

問
自
宅
が
地
震
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
不
安
を
持
た
れ
て
い
る
市
民
の

方
は
多
い
。
鳴
門
市
で
は
、
耐
震
診
断

や
耐
震
改
修
工
事
へ
の
補
助
を
実
施
し

て
い
る
。
耐
震
化
の
促
進
や
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

補
助
申
請
を
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
は

ど
う
か
。

答
昨
年
度
に
お
け
る
申
込
数
は
52
件
で

あ
り
、
実
績
は
40
件
と
な
っ
て
い
る
。
受

付
は
窓
口
の
み
と
し
て
お
り
、
わ
か
り
や

す
い
補
助

申
請
の
提

出
方
法
の

周
知
に
努

め
る
。
来

庁
す
る
時

間
を
削
減

で
き
る
よ

う
、
郵
送

で
の
受
け

付
け
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

要
望
手
続
き
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。

問
Ｊ
Ｒ
鳴
門
線
は
、
観
光
や
通
勤
・
通
学

な
ど
の
た
め
、
多
く
の
方
々
が
利
用
し
て

い
る
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
戦
略
で

廃
線
と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
と
な
ら

な
い
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
鳴
門
線
の
存
続
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

答
鳴
門
市
う
ず
し
お
観
光
協
会
が
商
品

造
成
し
た
「
鳴
門
郷
旅
」
や
国
が
実
施

す
る
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機

に
観
光
誘
客
を
図
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
の
大
型
観
光
企
画
で
あ
る
四
国

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
、
２
０
２
１
年
秋
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
好
機
と
捉
え
、
観
光
促
進
に
取
り

組
み
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
Ｊ
Ｒ
鳴
門

線
の
利
用
促

進
を
図
り
、

市
民
の
足
と

し
て
の
公
共

交
通
を
維
持

し
て
い
く
と

と
も
に
、
ま

ち
の
賑
わ
い

の
創
出
に
取

り
組
む
。

本市の交通の重要拠点であるＪＲ鳴門駅

耐震支援事業の申請を郵送受付に

全
市
民
に
一
律
一
万
円
の

　
　
　
　
　
　
現
金
給
付
を

耐
震
支
援
事
業
の

　
　
　
　
郵
送
で
の
申
請
を

Ｊ
Ｒ
鳴
門
線
の
必
要
性
と

　
　
本
市
負
担
の
事
業
内
容

Ｊ
Ｒ
鳴
門
線
存
続
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

（
有
志
会
）

高こ
う

麗ら
い  

裕ひ
ろ

之ゆ
き

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

山や
ま

根ね  

　
巌い

わ
お

個
人
質
問
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個
人
質
問

問
公
表
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
「
維
持

管
理
に
関
す
る
計
画
」
が
、
公
表
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
新
た
な
法
令
違
反

が
発
覚
し
、
そ
の
内
容
も
一
部
誤
っ
た
ま

ま
県
に
提
出
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し

た
。
し
か
も
稼
働
当
初
か
ら
性
能
不
足

に
不
正
操
作
、
法
令
違
反
に
い
い
加
減

な
公
文
書
管
理
、
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
答
弁

と
い
う
ず
さ
ん
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
未

だ
誰
も
処
分
さ
れ
て
い
な
い
。
処
分
に

関
す
る
調
査
状
況
と
、
市
民
へ
の
説
明
を

し
な
け
れ
ば
処
分
で
き
な
い
理
由
は
。

答
排
出
ガ
ス
表
示
に
係
る
制
御
機
能
お

よ
び
文
書
管
理
の
状
況
は
把
握
し
て
い

る
が
、
改
善
結
果
に
つ
い
て
市
民
に
十

分
説
明
を
行
い
、
こ
れ
を
一
定
の
節
目
と

し
、
そ
の
後
、
処
分
な
ど
を
判
断
す
る
。

問
障
害
の
あ
る
方
へ
の
情
報
発
信
は
、

発
信
後
に
指
摘
や
要
望
を
受
け
て
か
ら

問
ご
み
の
飛
散
防
止
に
よ
る
交
通
事
故

防
止
な
ど
の
安
全
面
や
景
観
の
観
点
か

ら
も
、
場
所
と
予
算
さ
え
あ
る
な
ら
、

ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
ベ
タ
ー

だ
。
最
近
は
場
所
を
あ
ま
り
取
ら
な

い
、
折
り
た
た
み
が
可
能
な
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
が
あ
り
、

耐
久
性
に
優
れ
た
も
の
も
あ
る
。
市
内

の
ご
み
集
積
所
の
現
状
は
。

答
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
約
３
０
０
０

箇
所
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

約
１
５
０
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
「
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
」
に
つ
い
て

は
、

•

町
内
会
な
ど
で
資
金
を
出
し
合
っ
て

ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

る
所

•
散
乱
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
る

所

•

指
定
ご
み
袋
を
そ
の
ま
ま
出
し
て
い

る
所

な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
る
。

　

な
お
、
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

箇
所
は
少
な
く
、
廃
棄
物
対
策
課
で
配

気
付
く
の
で
は
な
く
、
先
ん
じ
て
対
策
す

べ
き
で
、
そ
の
為
に
は
職
員
一
人
ひ
と
り

が
、
そ
う
し
た
意
識
を
持
つ
た
め
の
体
制

づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答
市
民
に
十
分
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
常
に
情
報
を
受
け
取
る
市
民
な

ど
の
目
線
に
立
ち
、
伝
え
た
い
情
報
を

届
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
く
。

問
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
も
、
ど
の

給
付
金
や
貸
付
、
減
免
や
猶
予
を
受
け

ら
れ
る
の
か
を
知
る
の
は
一
苦
労
で
、
申

請
や
手
続
き
も
窓
口
が
一
つ
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
よ
う
に
設

問
に
そ
っ
て
進
む
だ
け
で
必
要
な
支
援
策

へ
導
け
る
工
夫
や
各
支
援
策
に
関
す
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

答
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
支
援

項
目
、
連
絡
先
な
ど
を
一
覧
に
し
た
も
の

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
は
、
限
ら
れ
た
人
員
の
中
、
通
常

業
務
へ

の
影
響

な
ど
の

課
題
が

あ
る
。

布
し
て
い
る
散
乱
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置

し
て
い
る
所
や
指
定
ご
み
袋
を
そ
の
ま

ま
出
し
て
い
る
所
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

問
昨
今
、
避
難
所
生
活
に
お
い
て
も

「
快
適
に
」
生
活
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
感
染
症
な
ど
の
防
止
の
観

点
な
ど
を
含
め
た
今
後
の
方
針
は
。

答
本
市
で
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
に
お
け
る
避
難
所
対
応
方

針
」
を
策
定
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
サ
ブ
避
難
所
な
ど
、

避
難
施
設
の
分
散
化
や
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
、
ま
た
、
在
宅
避
難
や
縁
故
避
難
、

テ
ン
ト
泊
や
車
中
泊
で
の
避
難
の
検

討
、
物
資
の
整
備
を
図
る
。

　

な
お
、
避
難
所
内
で
使
用
す
る
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
や
簡
易
テ
ン
ト
な
ど
一
部

配
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、

今
回
新
た
に
、

消
毒
剤
、
非

接
触
型
の
体

温
計
、
簡
易

ベ
ッ
ド
な
ど

を
予
算
計
上

し
た
。

避難所内で使用される簡易テント

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

排
出
ガ
ス
問
題
で
の
処
分
は

障
害
の
あ
る
方
へ
の

　
情
報
発
信
の
体
制
づ
く
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
の
支
援
制
度

上う
え

　だ田  

公こ
う

司じ

避
難
所
で
の
感
染
症
対
策

市
内
の
ご
み
集
積
所
の
現
状

支援策がわかりにくい
現在の市公式ウェブサイト

（
潮
）

東ひ
が
し

谷だ
に  

伸し
ん

治じ



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

鳴
門
市
で
も
感
染
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
感
染
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。

国
が
行
っ
て
い
る
特
別
定
額
給
付
金
に

関
連
す
る
詐
欺
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
や
本
人
確
認
情
報
を
安
易
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
被
害
が
多
発

し
て
い
る
が
、
鳴
門
市
の
対
応
は
。

答
現
在
、
本
市
に
お
い
て
被
害
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
情
報
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど

の
個
人
情
報
を
詐
取
す
る
ケ
ー
ス
や
特
別

定
額
給
付
金
の
代
理
申
請
を
装
う
ケ
ー

ス
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
便
乗
し
た
詐
欺
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
別
定
額
給
付
金

に
関
す
る
詐
欺
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
に

啓
発
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、
注
意
を
促
す
と

と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
で
、

広
く
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
だ
く
よ
う

依
頼
し
た
。

問
な
ぜ
、
下
水
道
整
備
を
こ
の
時
期
に
、

こ
の
よ
う
な
方
法
で
推
進
す
る
の
か
。

答
本
市
の
水
環
境
整
備
は
、
水
質
保
全

効
果
や
経
済
性
、
地
域
特
性
な
ど
を
踏

ま
え
、
効
率
的
か
つ
適
正
な
整
備
手
法

を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
汚
水

処
理
構
想
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き

進
め
て
き
た
。
こ
の
構
想
で
は
、
人
口

減
少
や
財
政
状
況
、
国
の
動
向
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景
の
中
で
、
平
成

29
年
３
月
に
は
、
県
内
に
先
駆
け
て
公

共
下
水
道
整
備
区
域
の
大
幅
な
縮
小
な

ど
、
ハ
ー
ド
事
業
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
対

し
て
は
、
既
存
の
補
助
金
制
度
の
増
額

や
新
た
な
国
の
制
度
を
活
用
し
、
配
管

工
事
費
の
補
助
制
度
を
新
設
す
る
な

ど
、
普
及
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

下
水
道
整
備
の
見
直
し
は

平ひ
ら

塚つ
か  

保や
す

二じ

個
人
質
問

給
付
金
詐
欺
な
ど
へ
の

　
　
　
　
　
　
本
市
の
対
応

補助が拡大された合併処理浄化槽

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

東
ひがし

谷
だに

　伸
しん

治
じ

 議員

橋
はし

本
もと

　国
くに

勝
かつ

 議員

上
うえ

田
だ

　公
こう

司
じ

 議員 山
やま

根
ね

　　巌
いわお

 議員

野
の

田
だ

　粋
きよ

之
ゆき

 議員

　25年以上在職議員とし
て、鳴門市議会永年在職議
員表彰内規に基づき、橋本
国勝議員、野田粋之議員に
表彰状が授与されました。
　また、第96回全国市議会
議長会定期総会において、
２名が特別表彰を、３名
が一般表彰を受賞されまし
た。

議 員 表 彰

【特別表彰】25年以上在職議員

【一般表彰】10年以上在職議員

〈議席順〉

〈議席順〉



 

①
 「鳴 門 市
議会 TOP
ペ ー ジ」
の 議 会 映
像 配 信を
クリック

スマートフォン
でも視聴できる
よ！

②

視聴したい会議
をクリック

本会議および
委員会の模様は
インターネット
配信で視聴
できます

第２回定例会での市議会の新型コロナウイルス感染拡大防止策

【議 会 予 算 の 減 額】

例年、行われている３つの常任委員会の行政視察
を取りやめ、行政視察に要する旅費を減額し、新
型コロナウイルス感染症対策基金に積み立てた。

新型コロナウイルス感染症の影響により、中止と
なった会議に要する旅費や負担金を減額し、新型
コロナウイルス感染症対策基金に積み立てた。

【政務活動費(２分の１の金額)の使用を留保】 【行 政 視 察 の 自 粛】

年間の政務活動費の２分の１（１人当たり15万円）
の使用を留保し、今後の状況により年度末に返還
する。

県内外への視察を自粛する。
また、県内外からの視察の受入れを見合わせる。

【議場での感染予防策】 【一般質問の時間短縮】

議場入口に消毒液を設置。
会議に出席する際、事前に検温し、マスクを着用。
執行部の出席者を必要最低限に制限。

質問時間：１人当たり10分短縮。
（代表質問40分→30分、個人質問30分→20分）
質問件数：３問→２問　　質問回数：３回→２回

【会 議 の 議 席 変 更】 【傍 聴 の 自 粛 要 請 】

本会議および委員会は議場を使用し、議席は間隔
が空くように変更した。 本会議および委員会の傍聴の自粛要請。



【第２回申入事項】
　
　新型コロナウイルス感染症の拡大による市民生活
や本市の産業への影響は大きく、以前の状況を取り
戻すためには時間を要する状況であるため、市議会
として、次の６項目について申し入れを行った。

１．積極的な情報収集と市議会との情報共有、市民
への情報周知
　　市議会との情報共有を図り、わかりやすく市民
に周知するためのより効果的な方法を検討し、改
善に向けた取り組みを行うこと。

２．市民目線に立った支援施策の推進
　　国や県の支援対象外のものについて、国・県の
事業との整合性を考慮しながら、実施時期、対象者、
予算規模などを精査した上で適切に対応すること。

３．子育て世帯への支援、小・中学校の臨時休業の
延長などによる影響に対する支援
　　小・中学校の休業による学習理解度の差の解消
や学校生活で得られるべき体験などをどう取り戻し
ていくのかについて、でき
るだけ早期に方針を決定
し、児童・生徒やその保
護者などに対し、わかりや
すく周知すること。

４．市内事業者や社会的弱者へのきめ細やかな対応
　　直接的な影響を受けている観光業や飲食業、ま
た、社会的弱者に対し、本市独自の対応策につい
て時期を踏まえながら取りまとめること。

５．市民への迅速かつ適切な情報発信
　　感染拡大防止に向け、
「新しい生活様式」の十
分な浸透を図ること。
　　また、県外車両や医
療関係者などへの人権侵害事例が県内で発生して
いる状況を踏まえ、周囲へのいたわり・おもいや
りの行動ができるよう、正確かつ迅速な情報発信
を行うこと。

６．フェーズに応じた対応を迅速に行うための財源の
確保
　　国・県などの動向を迅速かつ正確に取得し、財
源の確保につながる事業などの抽出、整理、検討
を行い、実施に向けた取り組みを進めること。

７都府県を対象

に緊急事態宣言

が発令

【第1回申入事項】
　
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、本市でも
市民生活への影響が広がっていることから、市議会と
して、次の５項目について申し入れを行った。

１．積極的な情報収集と市議会との情報共有、市民
への情報周知

　　積極的に情報収集を行い、収集した情報とこれ
に基づく対応について市議会との情報共有を図
り、適切に市民に周知すること。

２．市民目線に立った支援施策の推進
　　何が、いつ、だれに対して必要かを精査の上、
国・県が講じる施策との整合性を考慮し、適切に
対応すること。

３．子育て世帯への支援、小・中学校の臨時休業の
延長に対する支援

　　児童クラブ、保育所などの保育環境を確保し、
運営に関する市の方針について利用者などに対
し、わかりやすく周知すること。

４．市内事業者や社会的弱者へのきめ細やかな対応
　　直接的な影響を受けている事業者や社会的弱者
への本市独自の対応策について取りまとめること。

５．市民への迅速かつ適切な情報発信
　　命と健康を守るために必要となる行動抑制につい
て、市民への周知をさらに強化すること。特に、
若年層に届く情報発信を行うこと。

【 市 の 対 応 】
　
・医療・福祉分野や児童クラブ、幼稚園、保育所な
どへのマスクの優先的配布

・ひとり親世帯に対する臨時特別給付金の支給
・準要保護世帯に対する学校休業期間中の昼食費支
給

・テークアウトの利用促進により、飲食店を支援す
る「がんばれ鳴門の飲食店応援事業」を実施

・就学支援制度の認定基準の拡充
・市公式ツイッターにて市長のメッセージ動画の配信
を開始

【第３回申入事項】
　
　新型コロナウイルス感染症の第２波の到来が懸念されており、市民生活や本市の産業へのさらなる被害が予想
される。
　こうした状況を踏まえ、市民の安心・安全の確保および地域経済の活性化の両立を目的とした施策を講じる
ため、市議会として、次の３項目について申し入れを行った。

１．コロナに負けない経済対策
　　市内の消費喚起を図り、地域経済を下支えするため、市内の飲食店や小売店などで利用できる１万円分の商
品券を市内各世帯へ配布すること。（１万円分のうち、5,000円分は飲食店、残りの5,000円分は飲食店以外
の小売店などで利用できるものとする。）

２．子どもたちの未来をはぐくむ子育て世帯への支援
　①　令和２年４月28日から令和３年４月１日までの間に出生した新生児がいる世帯に対して、新生児１人につき、
国の特別定額給付金相当額の10万円を給付すること。

　②　新型コロナウイルス感染症の影響により、市内小・中学校においては本年３月上旬か
ら５月下旬までの約３ヶ月間、臨時休業となり、児童・生徒のいる家庭の食費の負担が
増加したことから、休業期間に相当する本年10月から12月までの３ヶ月間の給食費を免
除するよう配慮すること。

３．第２波に打ち克つ感染予防対策
　　今後は「ウィズコロナ」の下、この難局を乗り越えていくことが求められているため、市内の飲食店や小売店
などに感染予防対策の周知啓発を十分に図り、必要な感染予防対策が確保されている施設に対して、その旨を
表示するステッカーなどを配布することにより、安心して利用できる環境を保健所を所管する徳島県とともに早
急に構築すること。

【 市 の 対 応 】
　
・鳴門市出身で県外に進学している方、県外出身で
鳴門市内の大学（院）へ進学している方に対し、鳴
門産米を送付
・持続化給付金の給付対象とならない小規模企業者
に対し、給付金を支給
・宿泊施設等支援事業やインターネット販売支援事
業、市内飲食店支援事業を実施
・「新しい生活様式」などの周知・啓発を行う
・２ヶ月分の水道料金を免除

全国が緊急事態

宣言の対象に

国内累計感染者

数が１万人を超

える

徳島県を含む39

県を対象に緊急

事態宣言が解除

近畿３府県を対

象に緊急事態宣

言が解除

都道府県境をま

たぐ移動自粛要

請が全面解除

緊急事態宣言

が全面解除

国内累計死者数

が1000人を超え

る

県内累計感染者

数が50人を超え

る

国内累計感染者

数が５万人を超

える

県内累計感染者

数が100人を超

える

〈４月７日〉 〈４月16日〉 〈４月18日〉 〈５月14日〉 〈５月21日〉 〈５月25日〉 〈６月19日〉 〈７月28日〉 〈８月５日〉 〈８月11日〉 〈８月20日〉

～市長に対し、新型コロナウイルス感染　症対応に関する申し入れを行いました～

※【申入事項】【市の対応】は、主なものを抜粋し掲載しています。

４月17日 5月21日 7月27日



【第２回申入事項】
　
　新型コロナウイルス感染症の拡大による市民生活
や本市の産業への影響は大きく、以前の状況を取り
戻すためには時間を要する状況であるため、市議会
として、次の６項目について申し入れを行った。

１．積極的な情報収集と市議会との情報共有、市民
への情報周知
　　市議会との情報共有を図り、わかりやすく市民
に周知するためのより効果的な方法を検討し、改
善に向けた取り組みを行うこと。

２．市民目線に立った支援施策の推進
　　国や県の支援対象外のものについて、国・県の
事業との整合性を考慮しながら、実施時期、対象者、
予算規模などを精査した上で適切に対応すること。

３．子育て世帯への支援、小・中学校の臨時休業の
延長などによる影響に対する支援
　　小・中学校の休業による学習理解度の差の解消
や学校生活で得られるべき体験などをどう取り戻し
ていくのかについて、でき
るだけ早期に方針を決定
し、児童・生徒やその保
護者などに対し、わかりや
すく周知すること。

４．市内事業者や社会的弱者へのきめ細やかな対応
　　直接的な影響を受けている観光業や飲食業、ま
た、社会的弱者に対し、本市独自の対応策につい
て時期を踏まえながら取りまとめること。

５．市民への迅速かつ適切な情報発信
　　感染拡大防止に向け、
「新しい生活様式」の十
分な浸透を図ること。
　　また、県外車両や医
療関係者などへの人権侵害事例が県内で発生して
いる状況を踏まえ、周囲へのいたわり・おもいや
りの行動ができるよう、正確かつ迅速な情報発信
を行うこと。

６．フェーズに応じた対応を迅速に行うための財源の
確保
　　国・県などの動向を迅速かつ正確に取得し、財
源の確保につながる事業などの抽出、整理、検討
を行い、実施に向けた取り組みを進めること。

７都府県を対象

に緊急事態宣言

が発令

【第1回申入事項】
　
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、本市でも
市民生活への影響が広がっていることから、市議会と
して、次の５項目について申し入れを行った。

１．積極的な情報収集と市議会との情報共有、市民
への情報周知
　　積極的に情報収集を行い、収集した情報とこれ
に基づく対応について市議会との情報共有を図
り、適切に市民に周知すること。

２．市民目線に立った支援施策の推進
　　何が、いつ、だれに対して必要かを精査の上、
国・県が講じる施策との整合性を考慮し、適切に
対応すること。

３．子育て世帯への支援、小・中学校の臨時休業の
延長に対する支援
　　児童クラブ、保育所などの保育環境を確保し、
運営に関する市の方針について利用者などに対
し、わかりやすく周知すること。

４．市内事業者や社会的弱者へのきめ細やかな対応
　　直接的な影響を受けている事業者や社会的弱者
への本市独自の対応策について取りまとめること。

５．市民への迅速かつ適切な情報発信
　　命と健康を守るために必要となる行動抑制につい
て、市民への周知をさらに強化すること。特に、
若年層に届く情報発信を行うこと。

【 市 の 対 応 】
　
・医療・福祉分野や児童クラブ、幼稚園、保育所な
どへのマスクの優先的配布
・ひとり親世帯に対する臨時特別給付金の支給
・準要保護世帯に対する学校休業期間中の昼食費支
給
・テークアウトの利用促進により、飲食店を支援す
る「がんばれ鳴門の飲食店応援事業」を実施
・就学支援制度の認定基準の拡充
・市公式ツイッターにて市長のメッセージ動画の配信
を開始

【第３回申入事項】
　
　新型コロナウイルス感染症の第２波の到来が懸念されており、市民生活や本市の産業へのさらなる被害が予想
される。
　こうした状況を踏まえ、市民の安心・安全の確保および地域経済の活性化の両立を目的とした施策を講じる
ため、市議会として、次の３項目について申し入れを行った。

１．コロナに負けない経済対策
　　市内の消費喚起を図り、地域経済を下支えするため、市内の飲食店や小売店などで利用できる１万円分の商
品券を市内各世帯へ配布すること。（１万円分のうち、5,000円分は飲食店、残りの5,000円分は飲食店以外
の小売店などで利用できるものとする。）

２．子どもたちの未来をはぐくむ子育て世帯への支援
　①　令和２年４月28日から令和３年４月１日までの間に出生した新生児がいる世帯に対して、新生児１人につき、
国の特別定額給付金相当額の10万円を給付すること。

　②　新型コロナウイルス感染症の影響により、市内小・中学校においては本年３月上旬か
ら５月下旬までの約３ヶ月間、臨時休業となり、児童・生徒のいる家庭の食費の負担が
増加したことから、休業期間に相当する本年10月から12月までの３ヶ月間の給食費を免
除するよう配慮すること。

３．第２波に打ち克つ感染予防対策
　　今後は「ウィズコロナ」の下、この難局を乗り越えていくことが求められているため、市内の飲食店や小売店
などに感染予防対策の周知啓発を十分に図り、必要な感染予防対策が確保されている施設に対して、その旨を
表示するステッカーなどを配布することにより、安心して利用できる環境を保健所を所管する徳島県とともに早
急に構築すること。

【 市 の 対 応 】
　
・鳴門市出身で県外に進学している方、県外出身で
鳴門市内の大学（院）へ進学している方に対し、鳴
門産米を送付

・持続化給付金の給付対象とならない小規模企業者
に対し、給付金を支給

・宿泊施設等支援事業やインターネット販売支援事
業、市内飲食店支援事業を実施

・「新しい生活様式」などの周知・啓発を行う
・２ヶ月分の水道料金を免除

全国が緊急事態

宣言の対象に

国内累計感染者

数が１万人を超

える

徳島県を含む39

県を対象に緊急

事態宣言が解除

近畿３府県を対

象に緊急事態宣

言が解除

都道府県境をま

たぐ移動自粛要

請が全面解除

緊急事態宣言

が全面解除

国内累計死者数

が1000人を超え

る

県内累計感染者

数が50人を超え

る

国内累計感染者

数が５万人を超

える

県内累計感染者

数が100人を超

える

〈４月７日〉 〈４月16日〉 〈４月18日〉 〈５月14日〉 〈５月21日〉 〈５月25日〉 〈６月19日〉 〈７月28日〉 〈８月５日〉 〈８月11日〉 〈８月20日〉

～市長に対し、新型コロナウイルス感染　症対応に関する申し入れを行いました～

※【申入事項】【市の対応】は、主なものを抜粋し掲載しています。

４月17日 5月21日 7月27日



〒772－8501徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜170番地
TEL（088）684－1234   FAX（088）684－0814
Ｅmail  gikai@city.naruto.i-tokushima.jp

　鳴門市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられ
る議会だよりを目指し、日々取り組んでおります。
　本紙をお読みになり感じたことや疑問点などがありましたら、
議会事務局まで手紙・ファクス・Eメールなどでおよせください。
① 議会だより紙面について（感想、ご要望など）
② 議会のしくみや専門用語についての疑問など
※内容についてお問い合わせさせていただくことがありますの
　で、住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記してください。

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

… 市民の皆さんのご意見をお待ちしています …

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

令和２年第３回定例会の予定（9月9日～10月1日）
日

開会／本会議
予算決算委員会
全員協議会

一般質問
通告締切

一般質問(代表) 一般質問(個人) 一般質問(個人)

予算決算委員会 予算決算委員会 予算決算委員会 予算決算委員会

総務文教委員会

生活福祉委員会 産業建設委員会 予算決算委員会

本会議／閉会
予算決算委員会
全員協議会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会
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10月1日
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月 火 水 木 金 土

　 宛 先 　  鳴門市議会事務局

《議会広報委員会》
委 員 長：佐藤　絹子
副委員長：高麗　裕之
委　　員：上田　公司・秋岡　芳郎・浜　　盛幸
　　　　　圃山　俊作・藤田　茂男・宮崎　　明
　　　　　山根　　巌

　本会議と委員会の模様は、ネット中継と
録画配信でご覧いただけます。なお、本会議
の模様は、テレビ鳴門でも生放送に加え、録
画放送を行っています。ぜひご覧ください。

議会を動画で見てみよう！ ■会議録を見てみよう■
　次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認
することができます。
【窓口で見る】
　　①市役所本庁舎３階の議会事務局
　　　へお越しください。
　　②見たい会議録をお伝えください。
【ウェブサイトから見る】
　　①「鳴門市議会」を検索
　　②鳴門市議会公式ウェブサイト内
　　　の「会議録検索システム」から
　　　見たい会議録を検索
URL https://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

　新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、しばらくの間、本会議
や委員会などの傍聴については、
できる限りお控えいただいており
ます。皆様のご理解とご協力をお
願いいたします。
　なお、本会議の模様は、イン
ターネットによる配信やテレビ鳴
門での放送にて、委員会の模様
は、インターネットによる配信に
て、ご視聴いただけますのでご利
用ください。

本会議や委員会などの
傍聴について(お願い)


